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　さきの女性は該当しないと思うが、組織の
管理職クラスにロートルはいる。少なからず
いる、あるいはかなりの確率でいる、と言って
も過言ではない。
　ロートル管理職かどうかを識別するのは簡
単だ。次の３点を確認すればよい。
　①過去の自慢話をよく口にする。
　②「最近の若者はダメだ」が口グセ。
　③今より昔のほうがよかったと思う。
　あなたはどうだろうか。
　問題は実年齢ではない。若い部下に向ける
まなざしや、時代の変化に対応する能力の有
無が、その人の「ロートル度」を測る目安に
なる。
　かつて映画王と称されたチャールズ・チャ
ップリンは、「あなたの最高傑作はどの作品
ですか？」と人から問われるたび、こう答え
たという。
　「ネクスト・ワン」――次の作品です。
　個人で行う仕事であれ、組織で取り組む仕
事であれ、働く者としてお手本となる言葉で
はないか。
　昔の自分を懐かしく思い、過去の業績を部
下の前で語りたくなったときには、すぐ両手
で口をふさごう。上司の自慢話に本気で耳を
傾けようとする部下などいない。
　もし自分の経験から教訓を授けたいと思う
なら、自慢話ではなく失敗談のほうを選択し
よう。そのほうがずっと部下の関心と共感を
誘うからだ。
　そんな話を披露すると、女性管理職は納得
したようにほほ笑んだ。そしてこう言った。
　「本田さんのネクスト・ワンは何ですか？」
　……（汗）

　クライアント先の宴席で質問を受けた。
　「アラフォー世代って、もうロートルなん
でしょうか？」
　相手は女性管理職。アラフォーに該当する
とはいえ雰囲気は若く、まだ30代のなかばに
しか見えない。
　「なぜそんなことを？」と聞き返すと、部
門での会議の後、彼女の叱責を受けた部下の
１人が「ロートル」とつぶやくのを耳にした
のだという。彼女のことを言ったのかどうか
定かではないが、だいぶ胸にこたえたようだ。
　その会社はもっか急成長を続けているネッ
ト関連の会社で、平均年齢はひじょうに低い。
アラフォーが他の業界ではアラフィフにあた
るかもしれない。
　その女性管理職がロートルかどうかは別に
して、いまどきの若者がこの言葉を口にした
とのことに、私はちょっと驚いた。すでに死
語になっていてもおかしくない、昭和中期に
はやった言葉だからだ。ついでながらロート
ルは、英語的な感じがするものの、そうでは
ない。もとは中国語の老頭児（発音はラオト
ウ）で、意味はそのまま老人。昔の使われ方
では、頭であれ体であれ「少しガタがきた人」
というニュアンスがあった。
　「あなたはいまの若い人をどう思う？」
　私は女性管理職に尋ねてみた。
　「ひとくちでいうとクール。よい意味で」
　と彼女は応えた。
　「たまに自慢話をすることもある？」
　「そんな暇ないですよ。自慢するほどのこ
ともないし」
　「だったら大丈夫。ロートルじゃない」
　私は冗談っぽく親指を立てた。

「アラフォー」はロートルか？

最高傑作は「ネクスト・ワン」

　これを受けて市は、アーカイブズ設置のための
施設整備と公文書の保存・廃棄に関するルールづ
くりを行い、古文書の整理・解読を市民ボランティ
アが行いました。アーカイブズでの歴史資料の保
存・公開・利用に向けた取り組みを行政と市民が
協働で進め、構想から約 10 年の年月を経て、今
年開館を迎えることが出来ました。
被災した資料を復元

　今年７月と８月の二度にわたって秋田県を襲っ
た豪雨災害では、幸いにも人的被害はなかったも
のの、大仙市内の各地で土砂崩れや河川の氾濫が
発生し、多くの住宅が水に浸かり、広大な農地が
冠水するなど甚大な被害を受けました。
　そのような中、市内の法人立保育園が床上浸水
の被害に遭い、園舎と共に園児の成長や思い出を
とどめた文書や写真が水損してしまいました。当
初は廃棄もやむなしと考えたそうですが、当館に
ご相談いただき、専門知識を持つ職員のもと、現
在も復元作業を継続して進めています。
結び
　人口減少、少子高齢化が叫ばれる今日にあって
は、地域の過去の歩みを記録として残し、明るい
未来を考えていく上では、アーカイブズは非常に
重要な施設です。大仙市アーカイブズは、これか
らも地域の大切な記録と記憶を守るセーフティ
ネットとしての役割を果たしてまいります。

大仙市の概要
　大仙市は秋田県内陸南部に位置し、平成 17 年
３月 22 日に８市町村の合併により誕生しました。
面積は 866.77㎢とシンガポールよりも大きく、市
の中心を雄物川が流れ、これによってつくられた
広大な平野が広がっています。その肥沃な大地か
ら収穫される米は、県内第１位の収穫量を誇るな
ど、米の一大生産地となっています。
　また、毎年８月に開催される全国花火競技大会
「大曲の花火」は、日本屈指の伝統と格式を持つ
大会として、選りすぐられた花火師の技を観ようと毎
年70万人を超える観客の方がおいでになります。
　さらに、500 歳野球（出場選手９人の合計年齢
が 500 歳以上）発祥の地でもあり、全県大会（９
月）の開催は今年で 39 回目、過去最多の 185 チー
ムが参加するなど、野球の活発な地域でもありま
す。今年は「野球に燃える親父たちの甲子園」と
銘打ち、７月に初の全国大会を開催、高校球児に
も負けない熱い戦いが展開されました。
大仙市アーカイブズの開館
　今年５月、東北地方では初となる市町村立公文
書館「大仙市アーカイブズ」が開館しました。建
物は統合により使われなくなった校舎を再利用し
たもので、自治体が作成した公文書や地域に伝わ
る古文書等、約 27 万冊の歴史資料が収蔵可能で、
一般への公開・利用に対応する施設です。
　アーカイブズ設置のきっかけは、自治体史編さ
ん事業に携わった方の「未来の子どもたちのため
に公文書館（アーカイブズ）を設置して欲しい」
という強い思いでした。歴史資料を残すことの難
しさ、そして、後世に伝えることの大切さを切実
に感じていたのだと思います。

「大仙市アーカイブズ」開館
秋田県大仙市　総務部総務課
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上）体育館を改修した大書庫
左）「大仙市アーカイブズ」正面

復元作業の様子


